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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月17日(2010.8.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方が通信ネットワークに接続され、他方が少なくとも一つの受信器／デコーダに接続
される通信装置であって、前記受信器／デコーダからの要求の受信に応答して、前記通信
ネットワークの利用可能なバンド幅に基づき、以下の異なる可能性について選択するため
の手段：
　・前記要求を変更せずに通信ネットワークに伝送すること；または、
　・より低い品質のストリームを求めるために要求を変更すること；または、
　・前記要求をネットワークに伝送することを拒否し、かつ受信器／デコーダに予め設定
されたマルチメディア・ファイルを送ること、
　を有する通信装置。
【請求項２】
　すべてのマルチキャストアドレス、および少なくとも一つの対応するストリームの特徴
、例えばプログラム名、使用するコーデックまたは使用するバンド幅、を含んでいるサー
ビス・プランを操作するための手段、
　を有する請求項１記載の通信装置。
【請求項３】
　前記要求は、確認されたＩＧＭＰ要求によって確立し、当該通信装置に接続している受
信器／デコーダの各々に受信されているストリームの表を操作するための手段、
　を有する請求項１または２記載の通信装置。
【請求項４】
　前記サービス・プランおよび前記ストリームの表から、通信ネットワークに使用されて
いるバンド幅を計算するための手段および、新しいＩＧＭＰ要求の新しいオンデマンドの
ストリームの受信のために必要とされる、通信ネットワークのバンド幅を計算するための
手段、
　を有する請求項２または３に記載の通信装置。
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【請求項５】
　ＡＤＳＬ（非同期デジタル加入者回線）と互換性を持つ、請求項１、２、３または４の
いずれか１項記載の通信装置。
【請求項６】
　コンフィギュレーション表にＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔ
ｏｒ）を有し、かつ前記ＵＲＬから前記予め設定されたマルチメディア・ファイルを読み
出すための手段、および前記マルチメディア・ファイルを前記受信器／デコーダにマルチ
キャスト・ストリームの状態で、およびループの状態で送信するための手段、
　を有する請求項１ないし５のいずれか１項記載の通信装置。
【請求項７】
　一方が通信ネットワークに接続され、他方が少なくとも一つの受信器／デコーダに接続
される通信装置を使用した通信方法であって、前記受信器／デコーダからの要求の受信に
応答して、前記通信ネットワークの利用可能なバンド幅に基づき、以下の異なる可能性に
ついて選択するステップ：
　・前記要求を変更せずに通信ネットワークに伝送すること；または、
　・より低い品質のストリームを求めるために要求を変更すること；または、
　・前記要求をネットワークに伝送することを拒否し、かつ受信器／デコーダに予め設定
されたマルチメディア・ファイルを送ること、
　を有する通信方法。
【請求項８】
　すべてのマルチキャストアドレス、および少なくとも一つの対応するストリームの特徴
、例えばプログラム名、使用するコーデックまたは使用するバンド幅、を含んでいるサー
ビス・プランを操作するステップ、
　を有する請求項７記載の通信方法。
【請求項９】
　前記要求は、確認されたＩＧＭＰ要求によって確立し、該通信装置に接続している受信
器／デコーダの各々に受信されているストリームの表を操作するステップ、
　を有する請求項７または８記載の通信方法。
【請求項１０】
　前記サービス・プランおよび前記ストリームの表から、通信ネットワークに使用されて
いるバンド幅を計算するステップおよび、新しいＩＧＭＰ要求の新しいオンデマンドのス
トリームの受信のために必要とされる、通信ネットワークのバンド幅を計算するステップ
、
　を有する請求項８または９に記載の通信方法。
【請求項１１】
　コンフィギュレーション表にＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔ
ｏｒ）を有し、かつ前記ＵＲＬから前記予め設定されたマルチメディア・ファイルを読み
出すためのステップ、および前記マルチメディア・ファイルを前記受信器／デコーダにマ
ルチキャスト・ストリームの状態で、およびループの状態で送信するステップ、
　を有する請求項７ないし１０のいずれか１項記載の通信方法。
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